
令和８年（2026年）奥多摩町観光公害対策 

マナーアップ強化キャンペーン等の対応（お知らせ） 
令和８年８月５日・奥多摩町観光産業課 

 

【趣旨】 コロナ禍以降、春の大型連休や夏のお盆休み時期を中心に、町内では、特に奥多摩駅周辺や

鳩ノ巣駅周辺で、観光ごみの放置や河原における直火でのバーベキューや騒音問題のほか、駐車場

待ちによる交通渋滞が発生している状況を踏まえ、町では、全域が秩父多摩甲斐国立公園に包含さ

れていることから、環境省奥多摩自然保護官事務所・東京都奥多摩ビジターセンターをはじめ奥多

摩観光協会のほか町内関係事業所と連携し、今夏の対応を下記のとおり実施します。 
 

【対応期間】 令和８年８月８日（土）～１６日（日）９日間 集中的に実施 
 

【対応概要】                           ※下線部は今夏の新たな対応 

① マナーアップ強化キャンペーン 

    多摩川と日原川の合流地点の河原（氷川キャンプ場対岸）の形状変化（中州状態）を受け、町

役場下の日原川の河原を中心に、また昨年に続き鳩ノ巣渓谷にて下記日時で実施。 

実施日程／８月８日（土）～１６日（日）土日祝日…午後１時３０分〜・午後４時～ 

                       平日…午後４時～ いずれも１時間程度 

         ＊8/8㈯・16㈰…都建設局委託業者による町内多摩川巡視予定あり 

  取材依頼☞ ８月１５日（土）・１６日（日）２日間はさらに集中的に実施 

午前１０時～午後５時までの間、直火禁止・遊泳禁止等を周知徹底 

    ＜ドローンを活用した監視・啓発活動＞ 

マナーアップ強化キャンペーン期間中、氷川地内の昭和橋下・北氷川橋下のほか、小丹波地内

の寸庭橋下において、スピーカー付きドローンにより多言語で実施。 
 

② 観光ごみ袋販売・回収（奥多摩駅）・ＩＣＴを活用した観光ごみ箱実証実験（鳩ノ巣駅） 

    観光ごみは基本的に持ち帰りをお願いするなか、ＪＲ青梅線（ＪＲ東日本八王子事業本部の協

力を得てアドベンチャーライン車内放送、また奥多摩駅構内において国立公園・環境保全を日本

語・英語で周知）で来町され、駅から徒歩圏内の河原においてバーベキューをし、そのままごみ

を放置される状況が続いており、奥多摩駅前においては観光ごみ袋（可燃・不燃・資源の３種類・

各 200円）を観光協会で販売し、本期間中のみ駅前広場臨時テントにて夜間延長（午後５時～午

後７時）を引き続き実施。 

    実施日程／８月９日（日）～１６日（日）各日午前８時３０分～午後７時 

    一方、鳩ノ巣駅前においては、新たな都補助事業（下記③）を活用し、ICTを活用した観光ごみ

箱実証実験を８月８日（土）から９月２３日（水・祝）まで実施。 
 

③ ＴＯＫＹＯクリーンアップアクションと連携した新たな対策 

 鳩ノ巣駅前における観光ごみ箱実証実験をはじめ、多言語によるマナー啓発動画・チラシを作成

し周知するほか、奥多摩駅前周辺への防犯カメラ設置を実施。 ＊詳細は下記二次元コード参照 
 

④ 町営駐車場における交通整理 

    お盆休み時期は、特に駐車場待ち渋滞が多く発生し、交通渋滞につながることから、役場駐車

場（期間中毎日）・鳩ノ巣観光駐車場（平日除く）で下記のとおり実施。 

      実施日程／８月８日（土）～１６日（日）各日午前７時～午後４時 

    なお、白丸観光駐車場（川側）は、試行的に今夏特定日を設定し短時間利用を促進。 
 

⑤ 事前周知の強化                ＊周知内容詳細（町 HP7/17更新）☞ 

    官民連携協定に基づき、リーブ ノー トレイス（LNT）７原則のうち、特に原則１「事前の計画

と準備」を周知するため、多言語観光情報サイトガイドアを活用し、町内全域が国立公園であり、

また河川流域にも日常生活があることから、当町への観光予定・計画段階での観光マナー遵守を

多言語（８言語）で事前周知。 
 

⑥ 大雨時等における氷川渓谷遊歩道入口の一時閉鎖 

    一昨年、氷川渓谷において水難死亡事故が２件発生した状況を踏まえ、青梅警察署・西多摩建

設事務所・町観光産業課の三者で協議のうえ、小河内ダム放流時や台風接近時など、水難事故

防止を目的として、氷川渓谷に至る遊歩道入口の一時閉鎖を町として昨年に続き実施。 

 
【問合せ先】奥多摩町観光産業課観光商工係 電話／０４２８－８３－２２９５ 

＊報道機関の取材申込み・・・8/12㈫〜14㈮ 8：30～17：15 


